








要約 

ハイリスク新生児では血清総ビリルビン値に比し,血清アンバウンドビリルビン値が高値

を示していた。核黄疸を発症した極小未熟児 2症例も血清総ビリルビン値の上昇はなかっ

たが,血清アンバウンドビリルビン値は高値を示していた。ハイリスク新生児での核黄疸発

症の予知には血清総ビリルビン値だけでなく血清アンバウンドビリルビン値をも測定し,

またその急激な変化に対応するため頻回の測定が重要と考えられる。 


